
【取組内容①】『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実
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様式B-４

学習活動において、探究的な課題設定からの授業改善

本校では、『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一

体的な充実を図るために、学習活動において、ルーブリッ
クとセットにした探究的な課題（資料A・C）を設定し、
授業改善に取り組んでいる。このような課題を設定するこ
とで、生徒は課題解決に向けて、各自で各時間の「めあ
て」などを設定し、GIGA端末を用いて個別最適な学びを
進めている。
また、このような課題を解決するため、さらにはよりよ

い答えを出そうとする中で、 Jamboard（資料B）やChat
などを用いて他者参照を行い学習を進めている。
このように、教科の学びにおいても探究的な課題を設定

することで、生徒はGIGA端末を用いて個別最適に学びを
すすめ、よりよい答えを導こうと主体的に学びを進めるこ
とができる。また、GIGA端末だからこそ自分の必要なタ
イミングで他者を参照して学びを進めることができる。
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